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令 和 ８ 年 ９ 月 ３ 日 

子 ど も ・ 若 者 部 

子ども・若者支援課 

 

ユースカウンシル事業「第０期」による検討結果について 

 

１ 主旨 

ユースカウンシル事業は、昨年７月から立ち上げ期となる「第０期」をスタートし、こ

の間、参加メンバー自身が課題に感じた４つのテーマについて、各プロジェクトチーム（以

下、「チーム」と言う。）による検討を進めてきた。先般、各チームにおいて検討結果を取

りまとめたため、その内容を報告する。 

 

２ ユースカウンシル事業の概要 

（１）事業概要 

「若者が変える！世田谷」をキャッチフレーズに、中学１年生から２４歳の区内在住、

在学、在勤の若者が、月一回の定例ミーティングや、テーマごとのプロジェクトチーム

活動を通じて、若者自身が課題感をもったテーマや、区が提起したテーマについて若者

主体で検討を行う。 

 

（２）「第０期」の活動内容 

今期は立ち上げ期であることから「第０期」に位置付け、他自治体の先進事例を学び

ながら活動の仕組みを整えるとともに、若者自身が課題に感じた４つのテーマや、区が

提起した「（仮称）世田谷地域青少年交流センター」の構想等について検討を行った。 

①「第０期」メンバー構成（令和８年８月４日。検討結果報告・提言時点） 

 ２３名（中学生１名、高校生世代１０名、大学生世代１２名） 

 

②活動期間 

 令和７年７月～令和８年８月まで 

 ※別途、令和８年７月から、新たに「第１期」がスタートしている（メンバーは第０期

からの継続１３名と新規加入１０名の計２３名。） 

 

③主な活動経過 

令和７年６月  「第０期」のメンバー募集 

    ７月～ 「第０期」開始 

 ８月～ 若者自身が課題感をもったテーマに関する検討 

     ９月  静岡県菊川市の先進的なユースカウンシル（まちづくり部）を視察 

    １０月～１２月 区が提起したテーマ（「（仮称）世田谷地域青少年交流センター」

の構想等）の検討 

 令和８年６月  区民まつりに出展 

８月  区長及び関係各部に対する検討結果の報告・提言 

 

1 



 

2 

 

 

（３）「第０期」の検討結果 

各プロジェクトチーム（以下、「チーム」と言う。）が、関係所管へのヒアリングや、

区民まつり等でのアンケート調査等を踏まえ、検討結果を取りまとめた。 

令和８年８月４日に、各チームから区長及び関係各部に対して、検討結果の「報告」

（３チーム）及び「提言」（１チーム）を行った。 

※各チームが作成した資料は別添「発表スライド資料」のとおり。 

 

①報告 

■世田谷の魅力チーム 

メンバー ２人（高校生世代２人） 

経過 ・世田谷には多種多様な魅力がありながら、「世田谷と言えば○○」というも

のが思いつかなかったことから、もっと世田谷の魅力について発信してい

きたいという動機に基づき活動開始。 

・広報広聴課にヒアリングを実施し、区のおしらせ、エフエム世田谷、ＳＮ

Ｓの活用など、区が実施している広報の現状に関する情報収集を実施。 

（令和 8年 1月 7日） 

・メンバーの一人がエフエム世田谷「区長の談話室」に出演し、自分たちの

活動内容について発信を行う。（3月 26日） 

・区民まつりで、来場者から区内のおすすめスポットについてインタビュー

調査を実施し、約 300件の意見を聴取。（6 月 6日～7日） 

報告 

（要旨） 

・活動を通じて若者に情報発信することの難しさを実感したことを踏まえ、

中高生が知りたいと思っている情報を収集しデータベース化するなど、オ

ンラインを活用した情報発信手法について引き続き検討を行っていく。 

 

■若者の居場所チーム 

メンバー ４人（中学生１人、高校生世代２人、大学生世代１人） 

経過 ・中高生はコミュニティや地域との関わりが少なく、地元に気軽に行ける居

場所が足りないことから、地元の同年代の多様な仲間と出会える、若者に

よる若者の居場所が必要という動機に基づき活動開始。 

・上北沢にある「長德寺」の協力のもと、中高生の居場所の実証実験（たこ

焼きパーティー）を実施。（5月 27日。参加者５名） 

報告 

（要旨） 

・居場所のニーズについて更なる検討をおこなうため、活動団体「よりみち」

を新たに立ち上げ、「せたがや若者ファンディング」から助成を受けて、若

者による若者のための居場所の運営を継続していく。 

・居場所の認知度向上に向け、若者に寄り添った広報についても検討を行う。 
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■男女共同参画チーム 

メンバー ２人（高校生世代１人、大学生世代１人） 

経過 ・男女共同参画への社会全体の認知不足や、性的マイノリティ当事者が区立

施設を使用する際の不安解消の必要性等についての課題意識に基づき活

動開始。 

・人権・男女共同参画課にヒアリングを実施。（2月 18日） 

・他自治体の認証制度について調査し、比較検討を実施。 

報告 

（要旨） 

・他自治体の制度も参考にしながら、性的マイノリティの理解に関する認証

制度の構築の必要性について検討を行う。 

・認証制度や表彰制度は、その制度自体や取組みを実践する事業者を区民に

分かるように伝える必要があることから、日常的な可視化の方法について

も検討する。 

②提言（子ども・若者部、道路・交通計画部への提言） 

■交通問題チーム 

メンバー ５人（高校生世代３人、大学生世代２人） 

経過 ・南北交通が不便、自転車走行の危険性、駐輪場の不便さ、交通費の負担など

区内の交通に関して、若者自身が感じる課題意識に基づき活動開始。 

・交通政策課、及び交通安全自転車課にヒアリングを実施。（令和 8年 1月） 

・区内の民間団体主催の公共交通に関するフォーラムに参加。（2月 11日） 

・町会主催の「さくらまつり」（4月 4日・葭根
よ し ね

公園（船橋 6-21-1））でアンケ

ートを実施。 

・３青少年交流センターでアンケート調査を実施し、105件の意見を聴取。 

（４月） 

・「区民まつり」で、来場者にインタビュー調査を実施し、63件の意見を聴取。 

（6月 6日～7日） 

・中学生・高校生・大学生を対象にオンラインアンケートを実施し、190 件の

意見を聴取。（7月 14日～26日） 

提言 

（要旨） 

（ⅰ）若者向け公共交通機関の割引制度の導入 

 自ら実施したアンケート調査結果に基づく「交通費の負担が若者の行動を

制限している」という考察をもとに、バスや鉄道の若者向け割引制度の導入

についての提言。 

（ⅱ）交通政策に若者の声を反映するための仕組み 

地域公共交通活性化協議会の区民委員に「若者枠」を設け、若者を参加し

やすくするなど、若者の声を反映する仕組みに関する提言。 

（ⅲ）若者調査への交通に関する項目の追加 

若者が直面している交通問題を把握し、深掘りするため、区が実施する若

者調査に交通に関する項目を追加する提言。 

（ⅳ）自転車に関して 

 若者の声を聴く中で、自転車で車道を走ることへの不安感や、駐輪場の不

便さを訴える声が多く挙がったことを踏まえ、自転車の安全・駐輪環境の改

善を求める提言。 
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（４）今後の対応等 

・報告のあった３テーマについては、次期「第１期ユースカウンシル（令和８年７月～

令和９年８月）」において若者主体の検討を継続していく。 

・提言のあった１テーマについては、区がメンバーと引き続き対話をしながら、その政

策的な効果や、他の取組みとの優先順位等を踏まえ、実現可能性等について検討を行

う。検討結果を１年以内にメンバーにフィードバックする。 

 

３ 今後のスケジュール（予定） 

  ～令和９年８月 第１期の活動継続 

   令和９年夏頃 第０期の提言に対する区の検討結果の回答 
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別添「発表スライド資料」
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